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点検・評価報告書の策定にあたって

平成２０年４月から「地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「法」という。）」

の一部が改正、施行され、各教育委員会は、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況に

ついて点検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表す

ることが規定されました。

本報告書は、効果的な教育行政の推進と市民への説明責任を果たすため、法第２７条

の規定に基づき、平成２１年度事務の管理及び執行の状況についての点検・評価を行っ

たものです。

ご一読いただき教育委員会の取り組みについてご意見等をお寄せください。

北本市教育委員会は、今後も市民の皆様の生涯に渡って学び続ける教育環境の整備・

充実を図るとともに、子どもたちの「生きる力」を育む教育の推進に努力してまいりま

す。

平成２２年８月

北本市教育委員会

教育委員会委員名簿

職 名 氏 名

委 員 長 中 村 公 夫

職務代理者 久 保 政 一

委 員  住 幸 子

委 員 島 嵜 直 子

教 育 長 小 尾 富士雄

【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第二十七条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定によ

り事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。
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Ⅰ 教育委員会の事務の点検・評価制度の概要

平成１８年１２月２２日に教育基本法が改正され、新しい教育理念の下、地方にお

ける教育行政の中心的担い手である教育委員会の体制強化を目指した、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律も一部改正が行われ、平成２０年４月からすべての教育

委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することが義

務付けられました。

また、点検・評価を行う際には、学識経験者の知見の活用を図ることができるとも

規定されています。

北本市教育委員会では、この法律に基づき、教育委員会の事務の点検・評価を実施

し、更なる改善・改革を推し進め、期待される教育行政に応えてまいります。

Ⅱ 点検・評価の導入の効果

１ 教育委員会が事前に基本方針を立て（教育基本法第１７条）、それに対する事後

チェックをすることにより効果的な教育行政の推進を図ります。

２ 点検・評価の結果に関する報告書を議会に提出し、公表することにより、議会に

おいて教育委員会の点検・評価に対するチェックが行われるとともに、市民への説

明責任を果たすことができます。

Ⅲ 点検・評価に対する視点

教育委員会制度の意義を踏まえるとともに、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の改正の趣旨などに鑑み、平成２２年度における教育委員会が行う事務の管理・

執行状況の点検・評価については、評価対象年度を平成２１年度とし、次の３部構成

で行うこととします。

１ 教育委員会会議及び教育委員の活動【第１部】

教育委員会が地方教育行政の中心的な担い手としているその役割を果たすため

には、まず、合議制の教育委員会（狭義）がその機能を発揮しているかが重要な視

点であることから、教育委員会会議及び教育委員の活動について、点検・評価を実

施し、今後に向けた課題検討を行うとともに、市民への説明責任を果たします。

２ 教育委員会の主要施策【第２部】

教育委員会が所管する主要施策のうち、児童生徒の学力向上をはじめ、社会問題

となっているいじめや不登校などの重要な教育課題への対応など、市民に説明責任

を果たす必要がある施策を取り上げ、施策レベルでの点検・評価を行い、今後に向

けた課題検討を行うとともに、市民への説明責任を果たします。

３ 知見の活用【第３部】

教育委員会の行った上記（第１部及び第２部）の点検・評価に対して、学識経験

を有する者などの第三者に、点検・評価の内容や評価制度のあり方など、外部（第

三者）の視点から検証を行い、今後の改革・改善への一助とします。
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Ⅳ 点検・評価の方法及び日程

１ 第一段階（担当課の取組み）

  ⑴ 施策・事業一覧表の作成・・・・・～５月中旬

上記視点に基づき、あらかじめ施策・事業の一覧を作成します。

  ⑵ 点検・評価の実施・・・・・・・・～５月下旬

担当課による各施策・事業の点検・評価を実施します。

２ 第二段階（教育委員会）

  ⑴ ６月定例会における素案の協議・・・６月下旬

事務局から作成された評価報告書（素案）の説明を行い、内容について協議を

行います。

  ⑵ ７月定例会における評価の決定・・・７月下旬

評価報告書にまとめられた各種施策・事業の点検・評価について、評価の決定

を行います。

３ 第三段階（知見の活用） ・・・・・・・・８月上旬

学識経験者により最終的な点検・評価を行います。

４ 第四段階 ・・・・・・・・・・・・・・・８月下旬・９月

教育委員会にて承認を受けた後、北本市議会９月定例会開会時に議会に報告しま

す。

Ⅴ 総合評価 ・結果一覧

分類 評価区分 評価内容 点検・評価結果

第１部
教育委員会会議及

び教育委員の活動

議案審議の状況や教

育施設現場訪問等活

動状況について点

検・評価を行った。

良 好

教育行政の適正

な執行が図られ

た。

第２部
教育委員会の主要

施策

行政報告書を基に、

各部署における主要

施策について点検・

評価を行った。

良 好

各部署の主要施

策は十分に行政

効果を図られた。

第３部 知見の活用

学識経験者により、

教育委員会の議案審

議等の活動状況や教

育委員会の主要施策

について評価・検証

を行った。

良 好

教育委員会の活

動状況や各部署

の主要施策を確

認した結果、いず

れも内部評価が

妥当であると認

められた。



日付 点 検 ・ 評 価

平成２０年度各小中学校第３学期の状況、平成２０年度各公民館等主催事業・利用
状況及び平成２１年度の事業計画等の報告。

就学支援委員の委嘱及び任命、学校協議会委員の委嘱等の議案の議決。

要保護及び準要保護児童生徒の認定状況、第６回北本ピアノコンクール等の報告。

小中学校学校協議会委員の委嘱、小中学校外部評価委員の委嘱等の議案の議決。

平成２１年第２回北本市議会定例会の一般質問についての答弁議案の議決。

市費臨時教員の採用等の報告。

青少年指導委員会委員の委嘱、青少年問題協議会委員の委嘱、平成２１年度北本市
教育委員会委員の社会教育施設の訪問等の議案の議決。

教育委員会委員長の選挙。

臨時教育委員会 7月1日

報告 ０件

議案 １件

6月1日

報告 ０件

議案 １件

定例教育委員会 6月25日

報告 ５件

議案１０件

定
例
・
臨
時
教
育
委
員
会

定例教育委員会 4月28日

報告１５件

議案 ４件

〃 5月26日

報告 ６件

議案 ９件

臨時教育委員会

主要施策点検 ・ 評価表
必要性・・・・・１＝必要性が低い ２＝必要性が高い ３＝必要不可欠

方向性・・・・・１＝廃止 ２＝縮小 ３＝統合 ４＝継続 ５＝拡大

主 要 活 動 名 報告・議案審議状況

【第１部】 教育委員会会議及び教育委員の活動

平成21年度 教育委員会
有効性・・・・・１＝期待以下の成果 ２＝期待どおりの成果 ３＝期待以上の成果

費用対効果・・・１＝課題あり ２＝予定どおりの費用対効果 ３＝予定以上の費用対効果
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平成２１年度北本市教育委員会委員学校訪問、第１回青少年関係団体連絡調整会議
等の報告。

平成２２・２３年度使用中学校用教育用図書採択、人権教育推進委員会委員の委嘱
等の議案の議決。

平成２１年度各小中学校第１学期の状況等の報告。

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書等の議案の議決。

平成２１年第３回北本市議会定例会の一般質問についての答弁議案の議決。

第４回北本ジュニア囲碁まつり、第６回北本ピアノコンクールの開催等の報告。

学校教員の任用更新、中学校部活動指導員の依頼等の議案の議決。

教育委員会教育長の任命の議案の議決。

平成２２年成人式、第４４回北本市市民文化祭舞台発表「文化のつどい」の開催等
の報告。

勤続３０年に達した職員の職務に専念する義務の免除の議案の議決。

第６回北本ピアノコンクール事業等の報告。

北本中学校校舎耐震補強及び大規模改修工事変更契約の締結等の議案の議決。

定
例
・
臨
時
教
育
委
員
会

〃 11月24日

報告 ２件

議案 ４件

定例教育委員会 10月27日

報告 ７件

議案 １件

9月24日

報告 ３件

議案 ３件

臨時教育委員会 10月1日

報告 ０件

議案 １件

定例教育委員会

〃 8月20日

報告 ３件

議案 ５件

臨時教育委員会 8月31日

報告 ０件

議案 １件

定例教育委員会 7月28日

報告 ５件

議案 ７件
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平成２１年第４回北本市議会定例会の一般質問についての答弁議案等の議決。

学校選択制に係る希望調査結果、市民大学きたもと学苑 平成２１年度前期講座実施
状況等の報告。

平成２２年度小中学校入学通知の議案の議決。

平成２１年度各小中学校第２学期の状況、平成２２年成人式等の報告。

平成２２年度小中学校の学校施設整備、平成２２年度全国学力・学力状況調査への
参加等の議案の議決。

アートイベント、第２回きたもとアマチュアバンドフェスティバル等の報告。

平成２２年度予算案に関する意見の聴取等の議案の議決。

平成２２年第１回北本市議会定例会の一般質問についての答弁議案、平成２２年度
当初県費負担教職員（管理職）の人事異動の議案の議決。

第１１回北本市郷土芸能大会、市民大学きたもと学苑 平成２１年度後期講座等の報
告。

平成２２年度教育行政の重点施策、平成２２年度指導の重点・努力点等の議案の議
決。

定
例
・
臨
時
教
育
委
員
会

3月1日

報告 ０件

議案 ２件

定例教育委員会 3月23日

報告 ７件

議案１５件

臨時教育委員会

〃 1月28日

報告 ５件

議案 ６件

〃 2月18日

報告 ３件

議案 ２件

定例教育委員会 12月22日

報告 ５件

議案 １件

臨時教育委員会 12月8日

報告 ０件

議案 ２件
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学校訪問 5月18日

〃 5月21日

〃 6月30日

社会教育施設訪問 7月7日

有 費用 必 方

効 対 要 向

性 効果 性 性

2 2 3 4

総 括
委員会（定例会１２回・臨時会６回）や協議会（８回）が開催され、延べ１３０人
の出席により委員会等の活動が行われ、教育行政の適正な執行が図られた。

そ
の
他
の
行
事

学校訪問及び社会教育施設訪問を合わせて４回実施し、学校施設及び社会教育施設
の運営状況について確認を行った。
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有 費
用

必 方
番号 主 要 活 動

名
所管 効 対 要 向 点 検 ・ 評 価

性 効
果

性 性

1
教育委員会運営事
業

教育総務課 2 2 3 4

この事業は、毎月開催される教育委員会定例会及び随時開催される
教育委員会臨時会において教育長の権限の下に行われた教育行政事務
事業について教育委員会が報告を受け、又は議案を審議し、議決若し
くは承認を行うための会議等に係る事業である。

平成２１年度は、委員会（定例会１２回・臨時会６回）や協議会
（８回）が開催され、延べ１３０人の出席により審議議決が行われ、
教育行政の適正な執行が図られた。

＜改善点＞
・早期に委員に資料を配布できるよう取
り組んだ。
＜課題＞
・委員にわかりやすい資料を作成するこ
と。

2
教育委員会事務局
運営事業

〃 2 3 3 4

この事業は、教育委員会事務局の運営が適正かつ効率的に行われる
よう、組織運営のために行ってきた事務管理に係る事業である。

平成２１年度は、委員会（定例会１２回・臨時会６回）や協議会
（８回）が開催され、事務局として会議の円滑な審議議決をサポート
することができた。

＜改善点＞
・委員会提出案件を早期に取りまとめ
た。
＜課題＞
・資料の統一性を図ること。

3 学校教育支援事業 学校教育課 2 2 3 4

この事業は、児童生徒の学力向上をはじめ、適切かつ効果的な学校
教育を推進するなど望ましい学校運営が行われるよう行われた事業で
ある。

平成２１年度は、①指導員、支援員配置（延べ４６人配置）、②各
種委員会の開催（延べ８５日開催）、③命の教育、心の教育講演会の
開催（延べ１２回開催）、④学校マネジメント支援に関する調査研究
（会議３回、講演会等２回開催）、⑤教科書、指導書購入、⑥地域活
動室事業、⑦各種委託（計８事業、延べ５２校に委託・委嘱）、⑧学
力向上・生徒指導対策推進、⑨ＡＬＴ配置（４人配置、延べ１８２回
実施）等といった事業を通し、成果を上げることができた。

また、小中連携、幼保小連携及び小中一貫教育事業では、異校種間
における行事交流に止まらず、教員間の交流によってお互いの学校文
化理解が進み、以て児童生徒への指導に生かすことができた。

さらに、豊かな体験推進事業では、モデル校の取組を生かすために
全小学校で組織した検討委員会の活動を通して、市内全体における宿
泊体験活動のあり方を見直す機会とすることができた。

＜改善点＞
・各種事業の見直し及び廃止により効果
的に事業を進めた。
＜課題＞
・指導方法のさらなる工夫や適切な生徒
指導を通して、児童生徒の学力向上を図
ること。

【第２部】 教育委員会の主要施策

平成21年度 教育委員会
有効性・・・１＝期待以下の成果 ２＝期待どおりの成果 ３＝期待以上の成果

平成２１年度における改善点、課題等

費用対効果・１＝課題あり ２＝予定どおりの費用対効果 ３＝予定以上の費用対効果

主要施策点検 ・ 評価表
必要性・・・１＝必要性が低い ２＝必要性が高い ３＝必要不可欠
方向性・・・１＝廃止 ２＝縮小 ３＝統合 ４＝継続 ５＝拡大
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4
教育相談・教職員
研修事業

学校教育課 2 2 2 4

この事業は、学校教育に必要な教職員の研修、教育相談及び教育セ
ンターの業務に関する事業である。

平成２１年度は、教育センターでの教育相談（延べ３５０日開設、
９３８人利用）、学校での教育相談（各校延べ２４０日開設）、学校
教育に必要な教職員の講演会（１回、２９０人参加）、研修会（計２
２回３６９人参加）等を通して、児童生徒や保護者に応じた相談活動
や、教職員の資質向上に大いに役立った。

＜改善点＞
・従来の教員研修体制にグループごとの
研究を多く取り入れたことによって、よ
り現在の教育課題に即した研究内容とす
ることができた。
＜課題＞
・教育センターと学校との一層の連携を
図ること。

5 入学準備貸付事業 〃 2 2 2 4

この事業は、教育を受ける機会を確保するため、高等学校、大学等
へ進学を希望する人への貸付業務に関する事業である。

平成２１年度は、高等学校（５件）、大学等（５件）へ進学を希望
する保護者等への貸付による経済的支援を行い、教育の振興に寄与し
た。

＜改善点＞
・返済に向けた各家庭への働きかけを積
極的に行った。
＜課題＞
・未だ返済が滞っている家庭に対し、新
たな働きかけを検討すること。

6 保健体育事業 体育課 3 2 3 4

この事業は、法令に基づく就学時健康診断・プールの水質を含む学
校環境衛生検査や、小・中学校体育連盟諸事業、中学校部活動の活性
化、体力向上推進研究委嘱などに係る業務を行うための事業である。

平成２１年度は、就学時健康診断、衛生検査の実施他、小・中体連
各大会の開催補助、中丸小・東中への体力向上研究委嘱や中学校部活
動へ２９名の外部指導者派遣等により学校体育の充実と体力向上を
図った。

＜改善点＞
・検診器具滅菌委託及び歯科ダブルミ
ラーの使用により、就学時健康診断時の
感染症予防へ配慮した。
・平成２１年度施行関係法令に基づく環
境衛生検査の項目、方法等の精査と学校
周知を行った。
・平成２１年度文科省・県教委委託「子
どもの健康を守る地域専門家総合連携事
業」予算により医師等活用ができた。
＜課題＞
・体力向上推進校に、より効果的な指導
及び援助を行うこと。

7 小学校運営事業 教育総務課 2 2 3 4

この事業は、小学校の適正な運営が行われるよう、印刷費や消耗品
購入などの需用費や電話・通信費等の役務費の負担を行って学校運営
を支援した事業である。

平成２１年度は、例年と同様に電話、ＰＣ、インターネットの使用
など、校務を行うに当たり不可欠なインフラを適切に管理し、学校運
営の円滑化を図った。

＜改善点＞
・教育用パソコン等のインフラ整備を
行った。
＜課題＞
・老朽化したパソコンを入れ替えるこ
と。
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8
小学校施設維持管
理事業

教育総務課 2 3 3 4

この事業は、適正な学校施設の維持管理を図るために行った事業で
ある。学校施設を安心して利用できるようにするため、修繕・修理等
をきめ細かく実施したり、必要な備品調達に努めたりして、望ましい
教育環境の整備を図った。

平成２１年度は、文科省の進めるスクールニューディール構想の一
環として、電子黒板を配備し、児童の教育環境の充実を図った。同じ
く、小学校全教職員に対し校務用ＰＣ２１６台を整備、併せて校務情
報の漏洩対策システムを導入し、教職員の校務の効率化を図るととも
に校務情報のセキュリティ強化を図った。

また、地上デジタル放送受信に対応するため、改修工事設計を委
託、配線・アンテナ工事は平成２２年度に予算を繰越しして実施する
こととした。

＜改善点＞
・校務用パソコンや校務情報の漏えい対
策システムを導入した。
＜課題＞
・より高度な情報セキュリティ研修を行
うこと。

9
小学校施設整備事
業

〃 2 2 3 5

この事業は、学校教育活動の充実を図り安心して学校施設が利用で
きるよう整備を図った事業である。

平成２１年度は、安心・安全な建物維持を図るため、翌年度の工事
実施に向けて西小学校校舎Ａ棟、栄小学校屋内運動場に係る耐震補
強・大規模改修工事の設計を進めたほか、小学校全校の安全対策工事
の実施に努めた。

＜改善点＞
・国の有利な制度を利用して耐震補強が
実施できた。
＜課題＞
・早期に耐震化率を向上させること。

10
小学校教育運営事
業

学校教育課 2 2 2 4

この事業は、小学校教育の運営に関する事業である。
平成２１年度は、小学校教育において円滑な学校運営を行うことが

できた。また、小学校学習状況調査（２，３，４年生実施、計１，８
６０人参加）等を通して、児童の学習状況を把握し、教育指導に生か
すことができた。

＜改善点＞
・各種学習状況調査の結果を分析し、今
後の指導の改善に役立てるというマネジ
メントサイクルを導入した。
＜課題＞
・学力向上のために児童の学習習慣を確
立すること。

11 市費教員配置事業 〃 3 2 3 4

この事業は、小学校３０人程度学級を実施する事業である。
平成２１年度は、３０人程度学級を第１，２学年において実施し、

市費教員を６校に７人任用することで、一人一人の児童に応じたきめ
細かに指導できる体制が整えられた。１，２年生の１学級平均児童数
は約２８人となった。

特に、１，２年生と継続して指導できることで、１年生時に丁寧に
指導してきたことで身に付きつつあった基本的な生活習慣の育成への
取組みを継続的に行えたり、掛け算九九など今後の学習に影響を与え
る学習内容が増加する時期に、きめ細かに指導できたりする体制を整
えることができた。

＜改善点＞
・市費採用した教員に対して、服務上の
研修を計画的に実施するとともに、任意
の自主的な研修会を実施して、県の教員
採用試験に向けた学習会を実施し期待以
上の成果をあげた。
＜課題＞
・優秀な教員を採用し、確保すること。
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12
小学校保健衛生事
業

体育課 3 2 3 4

この事業は、市内８校児童及び教職員の健康管理、学校管理下発生
の傷害・疾病に対する保険適用を行うための事業である。

平成２１年度には、学校医委嘱、地区医師会委託による定期健康診
断を実施し、感染症予防、日本スポーツ振興センター及び全国市長会
学校災害賠償保障保険加入などにより児童及び教職員の学校における
健康・安全の管理・指導に努めた。

＜改善点＞
・医師会と協議し、児童心臓検診結果を
水泳指導前に報告を行った。
・心臓疾患や若年層の生活習慣病早期発
見に向け、教職員健康診断で血液・心電
図、腹囲測定の各検査を必須化。医師会
との契約で、各健康管理医の保健指導期
間を年度末までとした。
・市内養護教諭等にB型肝炎予防接種及
び抗体検査を実施、校内感染（公務災
害）の予防を図った。
・衛生推進者講習会の開催、保健主事の
実践的研修を通して、資質向上を図っ
た。
＜課題＞
・健康管理医業務の効率的な活用を図る
こと。
・学校管理下事故発生予防への指導をす
ること。

13
学校給食管理運営
事業

教育総務課 2 2 3 4

この事業は、適正な学校給食の提供が行えるよう必要な職員配置等
の人事管理等を行った事業である。

平成２１年度は、衛生的かつ適正な学校給食の提供に向けて非常勤
職員の採用も含む必要な職員配置を行い、安心・安全な学校給食運営
に努めてきた。

＜改善点＞
・給食費の徴収について各学校で努力を
し、未納問題に取り組んだ。

14
学校給食衛生管理
事業

〃 2 2 3 4

この事業は、学校給食法第９条の「学校給食衛生管理基準」に基づ
き、調理の過程における衛生管理その他の学校給食の適切な衛生管理
を図るために行ってきた事業である。

常に衛生環境等が衛生管理基準に適合するよう、栄養士や調理員等
の細菌検査を実施するなど、衛生管理体制を充実強化し、学校給食の
安全確保を図ってきた。

平成２１年度は、新型インフルエンザの流行に伴い、給食従事者の
健康観察・健康管理を徹底するとともに、流行時の危機管理対策を
図った。

＜改善点＞
・新型インフルエンザ対策で、市や県等
との連絡体制を図った。

15
学校給食施設整備
事業

〃 2 2 3 5

この事業は、学校給食法第９条の「学校給食衛生管理基準」に基づ
き、施設及び設備において学校給食の適切な衛生管理を図る必要か
ら、常に衛生環境等が衛生管理基準に満足するよう施設整備を行って
きた事業である。

平成２１年度は、学校給食施設の衛生的かつ安全な利用のため、老
朽化した給湯器や冷凍冷蔵庫等を交換するなどし、健全な施設維持管
理を図った。

<改善点>
・急を要する施設の適正な対応を図っ
た。
<課題>
・限られた予算の中で早期の対応をする
こと。
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16
小学校教育振興備
品整備事業

教育総務課 2 2 3 4

この事業は、小学校の教育環境の充実を図り、もって教育効果の向
上を目指して教育振興備品の整備を行ってきた事業である。

平成２１年度は、学校教育に必要な教育備品の確保のため、マット
等体育用品や新学習指導要領に対応する理科実験装置を購入するな
ど、学校教科指導用備品の充実を図った。

<改善点>
・振興備品については早期に購入できる
よう努めた。
<課題>
・限られた財源の中で、学校の要望を満
たせるよう努力すること。

17
小学校就学援助事
業

学校教育課 2 2 3 4

この事業は、要保護及び準要保護児童への就学援助を行う事業であ
る。

平成２１年度は、要保護・準要保護家庭が経済的な理由で就学の機
会が失われないよう、児童２５７人を対象として、関連機関と連携
し、対象児童の把握や援助を推進した。

＜改善点＞
・申請時に民生委員の意見を不要とし
た。
＜課題＞
・市民への制度の周知をより一層行うこ
と。

18 中学校運営事業 教育総務課 2 2 3 4

この事業は、中学校の適正な運営が行われるよう、印刷費や消耗品
購入などの需用費や電話・通信費等の役務費の負担を行って学校運営
を支援した事業である。

平成２１年度は、例年と同様に電話、ＰＣ、インターネットの使用
など、校務を行うに当たり不可欠なインフラを適切に管理し、学校運
営の円滑化を図った。

<改善点>
・教育用パソコン等のインフラ整備を
行った。
<課題>
・ＩＣＴ教育支援機器（プロジェクター
等）の充実を図ること。

19
中学校施設維持管
理事業

〃 2 3 3 4

この事業は、適正な学校施設の維持管理を図るために行った事業で
ある。

平成２１年度は、文科省の進めるスクールニューディール構想の一
環として、電子黒板を配備し、生徒の教育環境の充実を図った。ま
た、同じく、中学校全教職員に対し校務用ＰＣ１１４台を整備、併せ
て校務情報の漏洩対策システムを導入し、教職員の校務の効率化を図
るとともに校務情報のセキュリティ強化を図った。

また、地上デジタル放送受信に対応するため、改修工事設計を委
託、配線・アンテナ工事は平成２２年度に予算を繰越しして実施する
こととした。

<改善点>
・校務用パソコンや校務情報の漏えい対
策システムを導入した。
<課題>
・より高度な情報セキュリティ研修をす
ること。

20
中学校施設整備事
業

〃 3 2 3 5

この事業は、学校教育活動の充実を図り安心して学校施設が利用で
きるよう整備を図った事業である。

平成２１年度は、国の補正予算が確保されたことを受けて、安心・
安全な学校施設の確保のため、北本中学校Ａ棟（東棟）耐震補強・大
規模改修工事を１年前倒しで実施し、教育環境の整備を図った。

<改善点>
・国の有利な制度を利用して耐震補強を
実施した。
<課題>
・早期に耐震化率を向上させること。
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21
中学校教育運営事
業

学校教育課 2 2 2 4

この事業は、中学校教育の運営に関する事業である。
平成２１年度は、学習状況調査（１年生１回５９７人、３年生３回

延べ１，９２６人参加）を実施し、生徒の学力の状況を把握して学習
指導、進路指導に生かした。さらにキャリア教育を推進し職場体験活
動（２年生６０５人参加）を通して勤労の大切さを学んだ。また、外
部講師を活用した土曜補習（中学生全学年対象延べ１，８８６人参
加）も実施し、生徒の学力向上を図ることができた。

＜改善点＞
・各種学習状況調査の結果を分析し、今
後の指導の改善に役立てるというマネジ
メントサイクルを導入した。
＜課題＞
・キャリア教育における職場体験事業に
ついて、よりシステム化を図り、事業所
との連携をスムーズに行うこと。

22
中学校保健衛生事
業

体育課 3 2 3 4

この事業は、市内４校生徒及び教職員の健康管理、学校管理下発生
の障害・疾病に対する保険適用を行うための事業である。

平成２１年度には、学校医委嘱、地区医師会委託による定期健康診
断を実施し、感染症予防、日本スポーツ振興センター及び全国市長会
学校災害賠償保障保険加入などにより児童及び教職員の学校における
健康・安全の管理・指導に努めた。

＜改善点＞
・小学校保健衛生事業と同様の改善
（小・中で予算分け）を行った。
＜課題＞
・２年生対象貧血検査受検者の勧奨。
・正常値や各数値等の説明資料の添付を
すること。
・脊柱側わん検査を２学年で実施するこ
と。

※Ｈ２２は１年生なし。

23
学校給食センター
給食調理事業

教育総務課 2 2 3 5

この事業は、中学校へ安全でおいしい給食提供を行うために実施し
てきた事業である。

平成２１年度は、中学生の健全な育成を図るため、バランスが取れ
栄養に配慮した中学校給食の提供に努めたことや、給食物資の適正な
購入を図るなど、望ましい調理業務の実施に努めてきた。

＜課題＞
・現在中学校で使用しているお盆と皿が
一体化したアルマイト食器の入れ替えに
関する生徒や保護者からの要望に対応す
ること。

24
学校給食センター
施設管理事業

〃 2 2 3 5

この事業は、安全かつ適正な学校給食の提供が行えるよう、施設の
維持管理に努めてきた事業である。

平成２１年度は、施設の安全かつ衛生的な環境確保のため、施設や
各種設備等の必要な修繕を適切に実施するなど、適正な施設維持管理
に努めた。

＜課題＞
・今年で設置２９年目を迎え、施設の衛
生管理面に配慮し、厨房の備品関係、施
設の修繕を行いながら運営を行っている
が、年ごとに施設の建て替え、改築計画
の必要性が高まってきていること。

25
中学校教育振興備
品整備事業

〃 2 2 3 4

この事業は、中学校の教育環境の充実を図り、もって教育効果の向
上を目指して教育振興備品の整備を行ってきた事業である。

平成２１年度は、学校教育に必要な教育備品の確保のため、プロ
ジェクターや新学習指導要領に対応する理科実験装置を購入するな
ど、学校教科指導用備品の充実を図った。

<改善点>
・プロジェクターや新学習指導要領に対
応する理科実験装置を購入した。
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26
中学校就学援助事
業

学校教育課 2 2 3 4

この事業は、要保護及び準要保護生徒への就学援助を行う事業であ
る。

平成２１年度は、要保護・準要保護家庭が経済的な理由で就学の機
会が失われないよう、生徒１４５人を対象として、関連機関と連携
し、対象生徒の把握や援助を推進した。

＜改善点＞
・申請時に民生委員の意見を不要とし
た。
＜課題＞
・市民への制度の周知をより一層行うこ
と。

27
幼稚園就園奨励事
業

〃 2 2 2 4

この事業は、幼稚園教育振興の一環として、園児の保護者に対して
交付した補助金及び市内私立幼稚園を助成する事業である。

平成２１年度は、幼稚園教育振興の一環として、園児の保護者（延
べ１，２０７人対象）に対して補助金を交付したり、私立幼稚園９園
を対象に助成したりして、幼稚園教育の充実向上に寄与した。

＜改善点＞
・他市との協議等の連携を図った。
＜課題＞
・各家庭への周知方法を明確にするこ
と。

28
社会教育総務関係
事業

生涯学習課 2 2 2 4

この事業は、社会教育主事等の専門的知識をもった人材を配置し、
様々な社会教育事業を展開し、社会教育の充実・振興を図ることを目
的として行った事業である。

平成２１年度は、人権教育研修会、青少年非行防止活動、ＰＴＡ家
庭教育学級等の事業を実施し、市民に多様な学習機会を提供すること
ができた。

また、社会教育活動団体に財政的支援を実施して積極的な取組を促
し、地域で子どもを守り育めるよう関係団体の指導・育成の充実に努
めた。

＜改善点＞
・成人式実行委員会において、新成人の
アイディアを積極的に生かした運営に努
めた。
＜課題＞
・新成人の実行委員を迅速に選任するこ
と。

29 生涯学習推進事業 〃 2 2 2 4

この事業は、生涯を通じて市民の誰もがいつでも、どこでも学習す
ることができ、その成果が適切に評価され、ボランティア活動などで
地域社会に還元できるような生涯学習社会の実現を目的として行った
事業である。

平成２１年度は、市民が互いに学び、支え合い、交流を深めるた
め、市民大学きたもと学苑に人的・財政的支援を行い、市民の学習機
会の拡充(年間１０９講座、１，０７５人参加)を図った。また、明後
日朝顔プロジェクトの継続事業、アマチュアバンドフェスティバル
（応募団体３５内本選出場８団体。入場者数５５０人）等を通じて、
市民と行政の協働のまちづくりの人材育成に努めた。

＜改善点＞
・アートを通じたまちづくり事業の一環
として「日本文化デザイン会議２００９
アートプロジェクトin北本市」、「北本
まちの雑木林」などを開催し、アーティ
ストと市民の交流を図った。
＜課題＞
・事業の周知徹底を図り、多くの市民の
参加を促すこと。

30 芸術文化振興事業 〃 2 2 2 4

この事業は、市民文化祭の開催、文化活動団体の育成・支援等を通
じて市民の芸術・文化活動の育成・振興を図ることを目的として行っ
た事業である。

平成２１年度は、市民文化祭・芸術展（展示部門出品点数１，２７
４点、来場者数５，５３６人、陶芸・茶道体験等参加者数１９５
人）、ジュニア囲碁まつり（参加者数３１８人）及び囲碁教室（参加
申込者数４３人）などを開催し、文化の創造、振興に寄与した。

＜改善点＞
・従来夏休みに全６回実施していたジュ
ニア囲碁教室を年間を通して囲碁に親し
めるよう１２回に増やして実施した。
＜課題＞
・子どもたちの囲碁の指導に当たる指導
者の指導力の向上を図ること。
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31 国際交流推進事業 生涯学習課 2 2 2 4

この事業は、国際化社会に対応し、外国人と市民の多様な交流機会
を提供するとともに、外国人が暮らしやすい環境を整備することを目
的として行った事業である。

平成２１年度は、北本市学習センター内に、国際交流ふれあいラウ
ンジを開設し、市民と外国籍の人々との交流（日本語学習会・延べ参
加者数５３８人、交流・交歓事業・延べ参加者数１０１人）を深める
とともに、お互いの文化や歴史を知る機会（セミナー事業・延べ参加
者数２５６人）を提供することができた。

＜改善点＞
・国際交流ラウンジ委員会への委託事業
として実施し、事業の周知に工夫を図っ
たことにより、ボランティア、外国人の
参加が増加し、多くの交流を図った。

32
青少年健全育成事
業

〃 2 2 2 4

この事業は、青少年の健全な育成を地域ぐるみで推進することを目
的として行った事業である。

平成２１年度は、子ども達の放課後の安心安全な居場所づくりを推
進するため、西小学校・南小学校で放課後子ども教室を実施し、体験
活動やイベントを通して居場所づくりを推進した。また、青少年問題
協議会、ＰＴＡ家庭教育学級、青少年ふるさと学習等を開催し、子供
たちを地域ぐるみで守り育てる取組を推進した。

＜改善点＞
・運営委員会や各学校の実行委員会を活
用し、市子ども教室全体の運営方法や児
童の活動プログラムの改善を図った。
＜課題＞
・地域ボランティアを確保すること。

33
社会教育施設シス
テム管理事業

文化センター 2 2 3 4

この事業は、各公民館等の一元的な予約管理を行うことにより、市
民の利便性を図ることを目的として行った事業である。

平成１９年度から文化センター・中央公民館及び各地域学習セン
ターに公共施設予約システムを導入したことにより、住民が身近な場
所から公共施設の予約が可能となった。平成２１年度の利用状況か
ら、住民の利便性向上と公共施設利用促進や受付処理等、内部事務の
効率化が図られた。

＜課題＞
・継続して予約システムの利便性の向上
を検討すること。

34
中央公民館運営事
業

〃 3 2 3 5

この事業は、中央公民館の効率的かつ利用価値の高い運営効果を目
指して行った事業である。

平成２１年度は、中央公民館はホール・プラネタリウム等を有する
中央館として、生涯学習の推進の拠点となる施設である。各種の学級
講座、自主文化事業、主催事業、共催事業により、芸術、文化活動を
実施してきた。

＜改善点＞
・新規の自主文化事業としてホワイエを
会場にしたサロンコンサートを７回実施
し、チケット販売を促進するなど、自主
文化事業の活性化を図った。

35
南部公民館運営事
業

〃 2 2 3 4

この事業は、南部公民館の効率的、かつ利用価値の高い運営効果を
目指して行った事業である。

平成２１年度は、特に主催事業にアイデアを活かした内容を取り入
れ、事業のマンネリ化解消をめざし、参加率、出席率の向上を図っ
た。また、地域コミュニティ等との連携を図り、各種事業を推進し
た。

＜改善点＞
・主催事業(けやき学級)に落語や手品の
講座を加え変化をもたせたところ、参加
者が増え、出席率が向上した。
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36
南部公民館施設維
持管理事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度は、体育室照明器具修繕、非常照明の電池交換、エレ
ベーター機能維持修繕、外灯修繕等を実施し施設の維持管理に努め
た。また、劣化した屋上バルコニー防水補修工事を実施した。

＜課題＞
・体育室照明器具が全体的に劣化・磨耗
してい.るため、毎年２基ずつ交換して
いるが、部品の保存年限を経過した機種
があるので早急に対応すること。

37
東部公民館運営事
業

文化センター 2 2 3 4

この事業は、東部公民館の効率的かつ利用価値の高い運営効果を目
指して行った事業である。

平成２１年度は、地域に根ざした生涯学習を推進したほか、住民相
互による交流促進のための機会の場となったほかにも各種情報の提供
を行えた。

＜改善点＞
・コミュニティの自立を高めるように、
公民館が担当していた業務を調整し、コ
ミュニティと事業の振り分けを行い一定
の成果が見られた。

38
東部公民館施設維
持管理事業

〃 2 2 3 4
この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め

てきた事業である。
平成２１年度は、空調設備の修繕等施設の維持管理に努めた。

＜課題＞
・２月に空調設備が故障し、急遽予算対
応し修繕した。空調設備等が老朽化して
いるのでその更新を検討すること。

39
西部公民館運営事
業

〃 2 2 3 4

この事業は、西部公民館の効率的かつ利用価値の高い運営効果を目
指して行った事業である。

平成２１年度は、西部公民館の効率的かつ利用価値の高い運営効果
を目指して行った事業として、公民館主催の講座、共催事業等によ
り、地域に根ざした生涯学習を推進し、住民相互による交流促進を
図った。

＜課題＞
・より魅力ある事業を企画すること。
・各種事業に対してさらに幅広く地域住
民の参加を募る方法を考えること。

40
西部公民館施設維
持管理事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度は、各所に損傷・老朽化が顕著に進行している中で、
浄化槽の原水ポンプ及びチェッカープレート修理、体育館暗幕・会議
テーブル等の修理を実施し、施設の維持管理に努めた。

＜課題＞
・築２３年を経過し、各所で老朽化が著
しく、荒井公園テニスコートのコート面
の凹凸、亀裂の改修、建物全体の外壁塗
装等の改修を検討すること。

41
北部公民館運営事
業

〃 2 2 3 4

この事業は、北部公民館の効率的かつ利用価値の高い運営効果を目
指して行った事業である。

平成２１年度は、地域住民の生涯学習、地域コミュニティづくりの
拠点として、各種学級・講座等を開催し、施設の推進を図った。

＜課題＞
・より魅力ある事業を企画すること。
・各種事業に対してさらに幅広く地域住
民の参加を募る方法を考えること。
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42
北部公民館施設維
持管理事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度は、室外機圧縮機交換、鋼製建具調整修繕、会議用
テーブルキャスター脱着交換等を実施し、施設の維持管理に努めた。

＜改善点＞
・左記のとおり修繕等を行い、施設の改
善を図った。
＜課題＞
・現在、原因不明(業者依頼するも不
明）であるが、雨が降るたびに事務室の
床に雨水が溜まることから、原因を明ら
かにし改修すること。

43
中丸公民館運営事
業

文化センター 2 2 3 4

この事業は、中丸公民館の効率的かつ利用価値の高い運営効果を目
指して行った事業である。

平成２１年度は、地域コミュニティ活動の支援を実施するととも
に、公民館のホール、調理室の特徴を生かし生涯学習のための自主事
業の推進を図った。また、地域住民の学習活動の機会や場所と情報提
供に努めた。

＜改善点＞
・公民館主催事業である高齢者学級以外
の３事業については、公民館の特徴であ
る調理室を利用して料理教室を実施し
た。（親子クリスマスケーキつくり、韓
国料理、まつり寿司）中丸公民館の特徴
を生かした。

44
中丸公民館施設維
持管理事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年７月に空調機の室外機（冷却塔）２機の内の１機ファン
が破損し、冷却の能力が低下した。２２年度の夏には効果がでる。
ホールの照明の修繕、研修室の修繕については、利用者から感謝の言
葉をいただいている。２０年経過している中で、今後も施設の修繕が
不可欠であると考える。

＜改善点＞
・空調機の修繕、ホールの照明の取替え
修繕、研修室（和室）畳表張替えの修繕
を行い、利用のための環境を改善した。

45
文化財保護推進事
業

生涯学習課 2 2 3 5

この事業は、文化財保護法等に基づき、市民の文化財保護意識の啓
発普及、国・県・市指定文化財の保存・整理等を目的として行った事
業である。

平成２1年度は、今後も市内に残る貴重な埋蔵文化財等について、よ
り良い方法で次の世代に継承していくよう適正な収集・整理保存（開
発に伴う範囲確認調査４０件、発掘調査４件）に努めたほか、有識者
等によるデーノタメ遺跡に係る検討委員会を組織し、委員会としての
報告書を受領した。

＜改善点＞
・事業者負担による埋蔵文化財発掘調査
について、遺跡保存会による調査ではな
く、教育委員会で直接調査することに改
めた。
＜課題＞
・デーノタメ遺跡に係る報告書を受け、
市としての方向性を整理・検討するこ
と。

46 地域資料保存事業 〃 2 2 3 4

この事業は、北本の歴史を次世代へ継承していくため、市内に残る
市史資料等の整理、保存を進めることを目的として行った事業であ
る。

平成２１年度は、市内の旧家等に残る古文書等を収集、整理し、市
史資料の適正な保存に努めた。また、古文書読解の会等（延べ参加者
数３５０人）を開催し、市民の古文書に対する知識を深めることがで
きた。

＜改善点＞
・従来実施していた「古文書読解の会」
に加えて、初心者向けの講座を開催し
た。
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47 社会人権教育事業 〃 2 2 3 4

この事業は、市民の一人一人が同和問題をはじめとする人権問題に
ついて正しく理解し、認識を深めることができるよう、人権教育や人
権啓発を推進することを目的として行った事業である。

平成２１年度は、社会教育の観点から、人権が尊重される社会実現
に向けた人権教育研修会(延べ日数２８日、延べ参加者数１，１２１
人)を開催すると共に、人権作文集「じんけん」、人権教育啓発資料
「ふれあい」等を発行し、人権意識の啓発を図った。

＜改善点＞
・これまで全６回であった集会所事業
「成人・長寿学級」の回数を増やし全７
回で実施した。
・日頃から気軽に続けられる健康体操を
紹介する講座を企画・実施した。

48
堀の内集会所施設
管理事業

生涯学習課 2 2 3 4

この事業は、社会教育における人権教育及び人権啓発の拠点として
設置する堀の内集会所の適正な管理運営等を行うことを目的として
行った事業である。

平成２１年度は、蒲桜子ども会や成人・長寿学級によるさまざまな
事業を計画的に実施した。施設の老朽化が進んでいるため、定期的に
点検を行い、必要に応じて修繕を行うなど、適切な維持管理に努め
た。

＜改善点＞
・集会所内会議室の照明が老朽化し暗く
なったため、平成２１年度から計画的に
新しい照明への交換を始めた。
・耐震工事のための設計委託を計画し
た。

49
図書館管理運営事
業

文化センター 3 2 3 5

この事業は、図書館の効率的かつ利用価値の高い運営効果を目指し
て行った事業である。平成２１年度は、利用者の課題解決への支援や
様々な学習要求に応えるため書架を増設し、各種資料の整備、充実を
図る一方、専門的情報等を活用しサービス水準の向上を図るため窓口
等業務の一部に民間活力を導入するとともに、開館日の拡大や開館時
間を延長し親しみやすい図書館づくりに努めた。

＜改善点＞
・業務運営の効率化とサービス水準の向
上を図るため窓口等業務の一部を民間委
託するとともに、通常の休館日を毎月第
４月曜日のみとし、開館時間についても
毎日午後７時まで延長した。

50
文化センター施設
維持管理事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度はホール舞台施設の環境改善のために、舞台屋上防水
工事、リハーサル室・ピアノ保管庫の空調改修工事、中央図書館の窓
ガラス遮熱フィルム貼付工事、エントランス・中央図書館の照明器具
ＬＥＤ化改修工事を実施した。

＜改善点＞
・ホール施設の設備が改善した。
・ピアノを良好な環境の下に保管した。
・遮熱ガラス・ＬＥＤ化により環境への
負担の軽減を図った。
＜課題＞
・築２５年を経過し、老朽化が著しいた
め、施設の改修を検討すること。

51
視聴覚ライブラ
リー事業

〃 2 2 3 4

この事業は、視聴覚機器、機材、ソフト等を貸し出すほか、機器の
操作講習等を行い、映像を中心とした学習活動を推進した事業であ
る。

平成２１年度は、前年度に引き続き事業に必要な教育機器等の借上
げを行って視聴覚ライブラリーの活用を図るなど、学習活動の推進に
努めた。

＜課題＞
・視聴覚機器を取り扱うスキルが要求さ
れるため職員のスキルの向上を図るこ
と。
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52
学習センター運営
事業

〃 2 2 3 4

この事業は、学習センターの効率的かつ利用価値の高い運営効果を
目指して行った事業である。

平成２１年度は、地域住民の生涯学習、コミュニティづくり及び国
際交流ラウンジ委員会の拠点として、各種学級・講座等を開催し、そ
の推進を図った。

＜改善点＞
・高齢者を対象とした事業において、講
演形式の講座から体験形式の講座を多く
組み入れることにより、講座の参加者が
若干ではあるが増加した。

53
学習センター維持
管理事業

文化センター 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度は、地域住民の生涯学習、コミュニテイ活動及び国際
交流ラウンジ委員会の拠点としている当センターの維持管理を行い、
利用者に安全・安心に利用してもらうことができた。

＜改善点＞
・雨水排水ポンプの交換修繕、空調機の
修繕、給茶機の修繕、網戸取付け修繕等
を行った。

54
勤労福祉センター
運営事業

〃 2 2 3 4

この事業は、勤労福祉センターの効率的かつ利用価値の高い運営効
果を目指して行った事業である。

平成２１年度は、勤労者、市民へのサービスの向上、生涯学習とコ
ミュニティ連携等の推進を図ることができた。

＜改善点＞
・主催事業、地域コミュニティ委員会事
業を１２本実施した結果、前年度より参
加者が８３人増加した。

55
勤労福祉センター
施設維持管理事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度は、施設利用者に安心・安全に利用してもらうため
に、各所の修理を行った。

＜改善点＞
・施設設備の故障、老朽化がある中で、
屋上防水改修工事を実施したことにより
建物の機能保全と延命を図った。

56
コミュニティセン
ター運営事業

〃 2 2 3 4

この事業は、コミュニティセンターの効率的かつ利用価値の高い運
営効果を目指して行った事業である。

平成２１年度は、地域住民の生涯学習や地域コミュニティづくりの
拠点施設として各種学級・講座等を開催し、学習の場・情報の提供を
図った。

＜改善点＞
・主催事業３、共催事業２、支援事業９
を実施し、多数の参加者があり、地域に
根ざした生涯学習を推進した。

57
コミュニティセン
ター施設維持管理
事業

〃 2 2 3 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度は、施設が安全・安心して利用されるため修繕・修理
を実施し、良好な施設環境の整備を図った。

＜改善点＞
・屋上の全面防水改修工事を行い、雨漏
り等が解消し、良好な施設環境を整備し
た。

58
野外活動センター
運営事業

生涯学習課 2 2 2 5

この事業は、野外活動センターの効率的かつ利用価値の高い運営効
果を目指して行った事業である。

平成２１年度は、施設の運営業務について、指定管理が民間のノウ
ハウを生かして、市民サービスの向上と施設の効率的な運営に努め
た。また、引き続き利用者一人一人のニーズをきめ細かく把握し、利
用者や時代のニーズに対応したサービスを提供するとともに、より効
率的な運営に努めた（開館日３４７人、利用者総数５６，８６８人)。

＜改善点＞
・カラオケ利用時間の延長やお風呂利用
料の見直しなど、市民に愛され、親しみ
やすい施設を目指して、サービスの向上
に努めた。
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野外活動センター
施設維持管理事業

〃 2 2 2 5

この事業は、野外活動センターの適正な施設維持管理のために行っ
た事業である。

平成２１年度は、施設設備の日常・定期・緊急点検等適切に実施
し、危険箇所等は迅速に修理を行うなど、安心安全な施設の維持管理
が図られた。

また、引き続き、利用者の誰もが安心・安全に施設を利用できるよ
う、施設設備の適正な維持管理に努めてきた。

＜改善点＞
・全体的に老朽化が進行しているため、
危険箇所を最優先に、かつ計画的に修繕
を行った。
・定期点検等を適切に実施し、安心して
利用できる施設の維持管理に努めた。

60 スポーツ振興事業 体育課 2 2 2 4

この事業は、市民のスポーツ振興を図るために行ってきた事業であ
る。

平成２１年度は、市民のスポーツ・レクリエーション活動の振興を
図るため、スポーツ振興審議会の審議、体育指導委員の活用により各
種事業を実施したほか、体育協会、スポーツ少年団等の活動に協力・
援助を行ってきた。

＜改善点＞
・スポーツ少年団認定員を対象に講習会
を実施した。
＜課題＞
・新たな指導者の育成と事業を充実させ
ること。

61
学校体育施設開放
事業

〃 2 2 2 4

この事業は、市内小中学校の屋内運動場やグランドを夜間や休日に
開放し、生涯スポーツ奨励の観点から市民に運動・スポーツやレクリ
エーションに親しむ地域の場を提供することを目的とした事業であ
る。

平成２１年度は、学校開放連絡協議会に業務を委託し、学校との連
携を密にしながら学校施設の適正利用を促すとともに多くの市民への
場の提供に努めた。なお、年間５９，２１６人の利用があった。

＜改善点＞
・学校の教育活動を優先した利用につい
て周知徹底を行った。
・スポーツ少年団等小学生の活動におけ
る事故防止や安全管理・学級閉鎖時活動
自粛の徹底を行った。
・学校開放連絡協議会役員を改選した
（学校と連携、子どもの健全育成等の観
点から）。
＜課題＞
・石戸小プール開放時の安全管理を徹底
すること。
・利用者のきまり・マナー等の周知徹底
をさせること。

62
体育センター維持
管理事業

〃 2 2 2 4

この事業は、適正な施設運営が行えるように施設の維持管理に努め
てきた事業である。

平成２１年度から指定管理者を変更し、照明器具の交換等により環
境への配慮に努めるとともに、柔道畳の交換やアリーナラインの再塗
装など、安全で快適な施設管理を行い、市民サービスの向上に努めて
きた。なお、今年度は前年度を上回る１４２，３９３人の利用があっ
た。

事業計画実施の遅れを評価委員会で指摘され、上期の総合評価がＣ
となった。

＜改善点＞
・指定管理者を変更し、市民サービスの
向上に努めた。
＜課題＞
・自主事業等の充実を図り、利用者を増
やすこと。
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【第３部】 知見の活用

【知見の活用（学識経験者）】

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第２項の規定に基づき、学識経験を

有する評価者として、以下の２名の方に意見や助言をいただきました。

埼玉大学教授 清 水 誠 （敬称略）

【略 歴】 昭和５１年 埼玉大学教育学部附属中学校 教諭

平成 ３年 埼玉県教育局北足立北部教育事務所指導課 指導主事

平成 ６年 埼玉県教育局指導部指導第一課 指導主事

平成 ７年 埼玉県教育局指導部指導第一課 主任指導主事

平成 ９年 埼玉大学 助教授 教育学部

平成１５年 埼玉大学 教授 教育学部

平成２０年 埼玉大学教育学部附属小学校 校長（上記と併任）

現在に至る。

【講 評】 教育行政の適正な執行が図られており、各部署の施策においても期待通り

の成果を示している。また、市費教員配置事業、学校教育支援事業等、多く

の事業において期待以上の成果を認めることができる。

今後、各部署で示された課題に対して具体的に目に見える施策の推進が図

られることを期待したい。

元埼玉県公立小学校校長会会長 金 子 美智雄 （敬称略）

【略 歴】 昭和５１年 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭

平成 元年 埼玉大学教育学部附属小学校 副校長

平成 ６年 大宮市立栄小学校 校長

平成 ９年 埼玉県教育局北足立北部教育事務所 所長

平成１１年 埼玉県教育局南部教育事務所 所長

平成１３年 所沢市立所沢小学校 校長

平成１６年 埼玉県公立小学校校長会 会長

【講 評】 事業全般にわたり綿密なる企画のもと計画的に運営がなされ、それぞれの

事業において大きな成果を挙げている。

教育委員会の活動状況や各部署の主要施策を確認した結果いずれも点検評

価が妥当であると認められる。
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【 評 価 】

【評価基準】

評価記号 評 価 要 素

Ａ 期待水準を上まわる成果をあげている。

Ｂ ほぼ期待する成果をあげている。

Ｃ 期待する成果が十分に得られていない。

【点検・評価の総合結果】

学識経験者評価
総合評価 内部評価

清水委員 金子委員

【第１部】

教育委員会会議及

び教育委員の活動

Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ ７事業 １１.3％ １０事業 １６.1％ １０事業 １６.1％

Ｂ ５５事業 ８８.7％ ５２事業 ８３.9％ ５２事業 ８３.9％

【第２部】

教育委員会の

主要施策 Ｃ ０事業 ０.0％ ０事業 ０.0％ ０事業 ０.0％

合 計 ６２事業 １００％ ６２事業 １００％ ６２事業 １００％

＊ 各事務事業の評価に関することは、各担当課にお問合せください。

【第２部・評価の結果内訳一覧】

学識経験者評価
所属課名 事務事業名 内部評価

清水委員 金子委員

1.教育委員会運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

2.教育委員会事務局運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

7.小学校運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

8.小学校施設維持管理事業 Ｂ Ａ Ｂ

9.小学校施設整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ

13.学校給食管理運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

14.学校給食衛生管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

15.学校給食施設整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ

16.教育振興備品整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ

18.中学校運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

19.中学校施設維持管理事業 Ｂ Ａ Ｂ

20.中学校施設整備事業 Ａ Ａ Ａ

23.学校給食センター給食調理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

24.給食センター施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

教育総務課

25.中学校教育振興備品整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ

3.学校教育支援事業 Ｂ Ａ Ａ

4.教育相談・教職員研修事業 Ｂ Ｂ Ａ

5.入学準備金貸付事業 Ｂ Ｂ Ｂ

10.小学校教育運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

11.市費教員配置事業 Ａ Ａ Ａ

17.小学校就学援助事業 Ｂ Ｂ Ｂ

学校教育課

21.中学校教育運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ
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26.中学校就学援助事業 Ｂ Ｂ Ｂ

27.幼稚園就園奨励事業 Ｂ Ｂ Ｂ

28.社会教育総務関係事業 Ｂ Ｂ Ｂ

29.生涯学習推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ

30.芸術文化振興事業 Ｂ Ｂ Ｂ

31.国際交流推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ

32.青少年健全育成事業 Ｂ Ｂ Ｂ

45.文化財保護推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ

46.地域資料保存事業 Ｂ Ｂ Ｂ

47.社会人権教育事業 Ｂ Ｂ Ｂ

48.堀の内集会所施設管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

58.野外活動センター運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

生涯学習課

59.野外活動ｾﾝﾀｰ施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ａ

6.保健体育事業 Ａ Ａ Ａ

12.小学校保健衛生事業 Ａ Ａ Ａ

22.中学校保健衛生事業 Ａ Ａ Ａ

60.スポーツ振興事業 Ｂ Ｂ Ｂ

61.学校体育施設開放事業 Ｂ Ｂ Ｂ

体 育 課

62.体育センター維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

33.社会教育施設システム管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

34.中央公民館運営事業 Ａ Ａ Ａ

35.南部公民館運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

36.南部公民館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

37.東部公民館運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

38.東部公民館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

39.西部公民館運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

40.西部公民館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

41.北部公民館運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

42.北部公民館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

43.中丸公民館運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

44.中丸公民館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

49.図書館管理運営事業 Ａ Ａ Ａ

50.文化センター施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

51.視聴覚ライブラリー事業 Ｂ Ｂ Ｂ

52.学習センター運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

53.学習センター維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

54.勤労福祉センター運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

55.勤労福祉ｾﾝﾀｰ施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

56.ｺﾐｭﾆﾃｨセンター運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ

文化センター

57.ｺﾐｭﾆﾃｨセンター施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ
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資 料

１ 教育委員会委員 （平成２２年３月３１日現在）

職 名 氏 名 教育委員の任期

委 員 長 中 村 公 夫 平成１４年１０月１日～平成２２年 ９月３０日

職務代理者 久 保 政 一 平成１７年 ４月１日～平成２５年 ３月３１日

委 員  住 幸 子 平成１９年１０月１日～平成２３年 ９月３０日

委 員 島 嵜 直 子 平成２１年 ７月１日～平成２５年 ６月３０日

教 育 長 小 尾 富士雄 平成１５年１０月１日～平成２５年 ９月３０日

２ 教育委員会の組織 （平成２２年３月３１日現在）

庶務担当

管理担当

学校給食ｾﾝﾀｰ 業務担当

学事担当

指導担当

教育センター

社会教育担当

文化財保護担当

生涯学習担当

野外活動センター

生涯スポーツ担当

保健体育担当

体育センター

管理担当
中央公民館

事業担当

中央図書館 業務担当

南部公民館

東部公民館

西部公民館

北部公民館

中丸公民館

学習センター

勤労福祉センター

コミュニティセンター

視聴覚ライブラリー

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

体 育 課

文化センター

教

育

長

教

育

委

員

会

教

育

部

長
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３ 公立学校施設

⑴ 小学校                  （平成２１年５月１日現在）

学 校 名 児童数（人） 学級数

中丸小学校 ５６５ ２１

石戸小学校 ４００ １５

南小学校 ４４５ １６

栄小学校 ２１９ ９

北小学校 ４６４ １６

西小学校 ６５４ ２２

東小学校 ６１２ ２０

中丸東小学校 ４４０ １６

小学校合計 ３，７９９ １３５

⑵ 中学校                  （平成２１年５月１日現在）

学 校 名 児童数（人） 学級数

北本中学校 ５８４ １７

東中学校 ５９８ １７

西中学校 ２３１ ８

宮内中学校 ４７４ １３

中学校合計 １，８８７ ５５

（平成２１年度実施事業）

北本市教育委員会点検・評価報告書
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